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肺内お よび肺門 リンパ腺石灰化巣の レ線学的研究

第1報 肺門部血管正切像の分析

塩 沢 活

結核予防会結核研究所(所 長 隈部英雄)

受 付 昭 和55年12月1日

レ線写真に よる 胸部診断は通常1枚 の背腹撮 影に よ

り行われ ることが多 く,集 団検診 に さいしては さ らに こ

れを縮小 した間接写真が用い られ ている。肺門部 にみ ら

れ る リンパ 腺の石灰化巣 と血管の正切像 との区別 はなか

なか困難 な場合が多いが,間 接撮影像では その鑑別は一

層困難であ る。

鑑別 の基礎 とな る肺門部 の血管正切像 に関す る今 まで

の業績 を文献上 にみる とす でにAssmann1),Schinz2),

小池5)ら によ り正 切像の記載 は な され てい るが,解 剖学

的根拠 に乏 しい。戦後胸部外科 の発展二によ りBoyden4)

山下5),新 井6),三 宅7)ら に よ り肺の区域解剖が詳 し

く判 明 し,難解 な肺門影 の分析 が断 層写真上か ら山下8),

日野9),田 坂10),Lodin11),Hormykiewytsch u.

Stender12),伊 東 ら13),古 田14),青 木15)ら に よ り発

表 されてい る。 しか し平面写真上の肺門影 に関 してはあ

ま りに も複雑 な因子 のため,個 々の分析 はなかなか 困難

であ り,血 管,気 管枝 の正切像 に関しては山下8)に よ

り分析可能で あることが強調 されたにす ぎない。そ こで

私は この点を解 明す るために,ま ず直 接平面写真 上の血

管正切像 の分析 を区域解 剖学 的に行い,こ れ らが間接像

上 どのよ うにあ らわれ るか を検討 し,し か るのちに確実

な肺門 リンパ腺の石灰化像 と比較検討 した結果,両 者の

鑑別 に有用な成績 を得たので報告す る。

研 究 方 法

2,000倍 ッ反陰性 で平面 写真,断 層 写真 で胸部 に異常

所見 を認 めぬ健康学童(8～9才)40名(男20名 ,女

20名)の 断層写真(正 面 および外側:断 層 間隔1 .5cm,

背腹方 向,側 方 向 と もに5～12.5cmの 深 さ で実施 し

た)か ら,ま ず肺門影 に関係あ る血管影 を分析 して,こ

れ らの集積 図を背 腹平 面写真 お よび有孔35mm間 接

写真 に還元 して,平 面写真 および間接写真 に正切像が い

か にあ らわれ るか を区域解剖学的 に検討 した。 こ こでは

肺門影 中の正切像の うち,重 要 な気管枝,血 管のみ をと

りあげ,肺 門 部か ら遠 く離 れ た ものや,平 面 写真上1

mm以下の直径 の もの は除外 して ある。 正切像は 気管

枝 においては輪状透亮像 として,ま た血管では円形 充実

像 と把 握 され ることが多いが,そ の ほかに楕円形 を呈す

る もの もある。 この論文においては正切像 と考 え られ る

陰影の横径 と縦径の差が1mm以 上あ る もの を 楕円形

とした。動静脈 の鑑別 は動脈 が気管枝 の走 行に随伴 して

い ることや,両 血管 の解 剖学 的位置 関係か ら判定 した。

正切像 の大 きさの計測 は平面写真上 で,ツ 反測定用 のキ

ャリパ ースを使用 して行つ た。 また40名 の症例 につ い

ては,ツ 反の経過,レ 線写真で その後2年 間観察 し異

常 のない ことを確 認 した。

表1撮 影 装 置,条 件

()内 は側面断層写真の場合を示す

研 究成 績お よび考案

A.肺 門部正切像 を構 成す る血管 ,気 管枝 の解剖

レ線写真 にあ らわれる正切像 は,解 剖学的 に レ線 の照

射方向 に平行 に走 る血管,気 管枝 の断面 によっ て構成 さ

れ る。1例(胸 厚160cm)の 胸部正面 断層写真 につい

て肺門部のやや前方 をみ ると(図1 ,2)上 葉お よび中

葉 の血管の正切像が認 め られ る。 さ らに前方の断層写真

では,血 管の正切像は認め られず,血 管は大小の弧 をか

いて投影 されてい る。同一 区域 内では動脈 が静脈 の上位

を走 り,右 肺 では上か らA1b,V1b,A3b ,V3b,A5の 正
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切 像が認 め られ,左 肺 では上か らV3c,A3b,V3b,A4b

が認 め られ る。肺門部断面(図3)で は気管 支の透 亮像

とこれ に随伴す る血管影が 明瞭 に認 め られ,肺 動脈幹か

ら分岐 しよ うとす る動 脈の正 切像が み られ る。肺門部後

面(図4,5)で は下葉 に向 う左右A6が 認 め られ る

が,上 葉 の血管影はか ろ うじて認 め られ るにす ぎない。

血管の正切像の位置的関係はほぼ左右 対称であ る。 しか

し左右の血管 は山下8)の 定めた符号 に従つて 示 すと,

レ線写真上対称 の部位 にある もの も違つた符号が付 され

てい るが,こ れは気管枝 の分岐が左右 でこ とな り,それ に

従 つて血管 の分岐 が ことな るか らであ る。ただ左 の舌区

域 の血管影は右 中葉の ごと く肺門影 と重 な らないので発

見 しやすい。側面 断層写真の肺門部 付近(図6,7)を

図1

H->11cm

図2

H→9.5bm

み ると,レ 線照射方 向 と平行 に前後 に走 る血管 の走 行が

明瞭に認め られ る。 これ らが平面 写真 で正切像 を形 成す

るので ある。 これ ら前後に走 る血管 は上葉では主 として

上前部,下 葉 では下後部 に多 く認 め られ る。これ と逆 に

正面 で水平 に走 つてい るものは側面 で正切像 となつ てあ

らわれ る。以上のご とく正面 および側面 断層写真 での血

管 分析 を集積 して平面 写真 に還元 す ると,図8の ごと

く,肺 門上部では肺門 よ り前方に分岐す る血管の正 切像

が 多 く,肺 門下部で は,肺 門 よ り後方 に分岐す る血管の

正切像が多 くみ られ る。

B.肺 門部正切像 の出現頻度

1)正 面 断層写真 におけ る出現頻 度

肺門部前後の層にお ける正面断層写真上の正切像の出

現頻度 を,側 面断層写真 を参考 にしなが ら検索

す ると表2の よ うにな る。A3bは 左右 と も80

%前 後 の高 率に出現 し,A6は 右 では73%

に出現 す るが,左 では心 臓陰影にか くれて出現

率は低下し,わ ずかに19%で ある。 その他

の血管の正切像 の出現頻度は7～38%の 間で

ある。

2)背 腹平面写真 におけ る出現頻 度

背 腹平面 写真 によ る正切像 の出現頻 度は表3

の ごと く,断 層写真に比べて 出現率 はか な り低

下す る。左右A3bは 断層 写真 で80%前 後 み

えてい た ものが平 面写真 では50%前 後 であ

り,そ の他 の正 切像 の出現 率 も断層写真 に比 べ

て著 し く低下す る。左右別にみ ると,左 肺の出

現率 の低下 は右肺 よ りも少 ないが,こ れ は肺動

脈幹影 に関与 しない位置 に正切像が 出現す るた

めである。左肺A4bに 比べ て右肺A5の 出現頻

度 が明 らか に少 ないのは,A5で は走行 の関係

か ら完全 な正切 像にな りに くい ことと,右 肺動

脈幹影に重 なるた めであ る。

正切像の うち,肺 動脈幹影 に重 なる もの をし

らべ てみる と表4の ご とく,右 肺 にお い ては

A5,A6,V6は その全部 が,A3b,V3bは 約

半分が重 な り,左 肺ではA6は そ の 全 部が,

V3b,V3cは70%前 後 が重はなつてい る。 しか

し左肺A3bは14%種 な るだ けで,右 肺A3b

に比べ て重 な る頻 度は明 らかに少ない。

一般に断層写真 よ りも平面写真の方が正切 像

の出現率が低下す る理由 は,肺 動脈幹影や肋骨

影 に正切像が重 な るためであ る。

3)間 接写真 におけ る出現頻 度

間接写真 においては出現率は平面写真に比べ
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図6

H→9cm

図 7

L→9cm

図8

表2正 面断層写真上の肺門前後の正切像の出現頻度
(26例)

て さらに低下 し,表5の よ うになる。左 右A3b毛 は平面

写真で も50%前 後に出現す るのが,間 接写真で は27

%に 低下 し,他 の もの もこれ に準 じて 低下 してい る。

C.肺 門影 における正切像 の コ数

各例 の平面写真 に出現す る正切像 の多い例,少 ない例

を左右 別にみ ると表6の ご とく,左 右 とも1コ の正切

像のみ られ る 場合が もつ と も多 く34～48%で あ り,

コ数が増す に従つて その 例数 は減 り,正 切像 を1コ も

認 めえない ものは18～22%で ある。

D.正 切像 の形態

表7の ごとく,動 脈正切 像 と静 脈 正 切像 と では,円

形 を示す ものが多 く,そ れぞれ91%,86%で あ り,

楕 円形 を 示す ものは それ ぞれ9%,14%で あ り,動
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表3背 腹平面写真における肺門部正切像の出現頻度

(40例)

表4肺 門影に重なる正切像の頻度

(40例)

表5間 接写真における肺門部正切像の出現頻度

(30例)

表6肺 門影に おける血管正切像 の コ数(平 面写真)

(40例)

表7血 管正切像の形態(平 面写真)

(40例)

静脈の 間に形 の差異 は認 め られない。

E.正 切像の大 きさ

それぞれの正切 像の直径 を計測す る と,表8の ご と

く,2～5mmの 間 に 分布 し,右A5 ,A6,V6,左

A6は4mm以 上の値 を示 し,右A1b,A2a,V1b,左

V2bは3mm以 下の値 を示 した。

結 論

ツ反陰 性無所見学童40名 の正面 および外側断層写真

で肺門影 中の正切像 を形成す る血管 を追跡 し,平 面写真

お よび間接写真上に還元 して,こ れ を区域解剖学的 に検

討 した。

1)平 面写真上,正 切像 としてみ られ る血管 は
,右 肺

ではA3b,A6,A1b ,V3b,V1b,A2a,A5,V6,V2t

であ り,こ の順に出現 しゃす く,左 肺 ではA3b,V3b,

A4b,V3c,A6,V2bで あ り,こ の順 に多 く出現 し
,左

右 と も肺 門上部 では肺門 よ り前方に分岐す る血管 の正切

像が 多 く,肺 門下部 では肺門 よ り後方 に分岐す る血管の

正切像 が多い。
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表8血 管正切像の大きさ(平 面写真)
(40例)

2)正 切像のみ られ る頻 度は,断 層写真>平 面写真>

間接写真の順 に低下す る。 その理由は正切像が肋骨影や

肺動脈幹影 に重 な り識別 しえな くなるためで ある。

3)平 面写真 上の正切像 の直径 は2～5mmで あ り,

上葉 の血管 正切像は下葉 の血管正切 像に比 べて大 きい。

本論文の一部 は第15回 日本医学放射線学会総会 で発

表 した。
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